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日

号
外

ペ
ー
ジ

二
四
八

労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
第

八
条
の
二
第
二
項
各
号
の
厚

生
労
働
大
臣
が
定
め
る
額
を

定
め
る
件

二
五
161

二
五

二
四
九

労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
の

規
定
に
よ
る
年
金
た
る
保
険

給
付
等
に
係
る
給
付
基
礎
日

額
の
算
定
に
用
い
る
厚
生
労

働
大
臣
が
定
め
る
率
を
定
め

る
件

二
五
161

二
五

二
五
〇

労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
第

十
六
条
の
六
第
二
項
等
の
厚

生
労
働
大
臣
が
定
め
る
率
を

定
め
る
件

二
五
161

二
六

二
五
一

全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

開
催
規
程
の
一
部
を
改
正
す

る
件

二
七

六

二
五
二

雇
用
保
険
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行

に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
等

及
び
経
過
措
置
に
関
す
る
政

令
第
五
十
七
条
の
二
第
三
項

の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働

大
臣
の
定
め
る
率
の
一
部
を

改
正
す
る
件

二
七

七

二
五
三

雇
用
保
険
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行

に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
等

及
び
経
過
措
置
に
関
す
る
政

令
第
五
十
七
条
の
二
第
四
項

の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働

大
臣
の
定
め
る
率
の
一
部
を

改
正
す
る
件

二
七

七

二
五
四

雇
用
保
険
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行

に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
等

及
び
経
過
措
置
に
関
す
る
政

令
第
五
十
七
条
の
二
第
五
項

の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働

大
臣
が
定
め
る
率
を
定
め
る

件

二
七

八

二
五
五

雇
用
保
険
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行

に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
等

及
び
経
過
措
置
に
関
す
る
政

令
第
五
十
七
条
の
二
第
六
項

の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働

大
臣
が
定
め
る
率
を
定
め
る

件

二
七

八

二
五
六

雇
用
保
険
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行

に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
等

及
び
経
過
措
置
に
関
す
る
政

令
第
五
十
七
条
の
二
第
七
項

の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働

大
臣
が
定
め
る
率
を
定
め
る

件

二
七

八

二
五
七

雇
用
保
険
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行

に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
等

及
び
経
過
措
置
に
関
す
る
政

令
第
五
十
七
条
の
二
第
八
項

の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働

大
臣
が
定
め
る
率
を
定
め
る

件

二
七

八

二
五
八

雇
用
保
険
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行

に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
等

及
び
経
過
措
置
に
関
す
る
政

令
第
五
十
七
条
の
二
第
十
項

の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働

大
臣
が
定
め
る
率
を
定
め
る

件

二
七

八

二
五
九

食
品
衛
生
法
に
基
づ
く
登
録

検
査
機
関
の
代
表
者
の
変
更

の
件

二
八

五

二
六
〇

都
道
府
県
が
行
う
補
助
金
等

の
交
付
に
関
す
る
事
務
の
一

部
を
改
正
す
る
件

二
八

五

二
六
一

平
成
二
十
二
年
度
の
標
準
報

酬
月
額
修
正
率
を
定
め
る
件

二
九

五

二
六
二

雇
用
対
策
法
施
行
規
則
第
一

条
の
四
第
五
項
の
規
定
に
基

づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
変
更

す
る
自
動
変
更
対
象
額
を
定

め
る
件

二
九

五

二
六
三

雇
用
対
策
法
施
行
規
則
第
一

条
の
四
第
八
項
の
規
定
に
基

づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
変
更

す
る
控
除
額
を
定
め
る
件

二
九

五

二
六
四

薬
事
法
第
二
十
三
条
の
二
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
厚
生
労

働
大
臣
が
基
準
を
定
め
て
指

定
す
る
医
療
機
器
の
一
部
を

改
正
す
る
件

二
九
165

九
七

二
六
五

国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
附
則
第
五
条
第

十
三
号
に
規
定
す
る
第
四
種

被
保
険
者
の
保
険
料
を
前
納

す
る
場
合
の
期
間
及
び
納
付

す
べ
き
額
の
一
部
を
改
正
す

る
件

二
九
165

九
九

〇
厚
生
労
働
省
、
経
済
産
業
省

一

中
小
企
業
の
新
た
な
事
業
活

動
の
促
進
に
関
す
る
法
律
第

二
条
第
九
項
の
規
定
に
基
づ

き
平
成
二
十
三
年
度
予
算
に

係
る
特
定
補
助
金
等
を
指
定

す
る
件

五

三

二

中
小
企
業
に
お
け
る
労
働
力

の
確
保
及
び
良
好
な
雇
用
の

機
会
の
創
出
の
た
め
の
雇
用

管
理
の
改
善
に
係
る
措
置
に

関
す
る
基
本
的
な
指
針
の
一

部
を
改
正
す
る
件

七

三

〇
厚
生
労
働
省
、
経
済
産
業
省
、

環

境

省

一
〇

化
学
物
質
の
審
査
及
び
製
造

等
の
規
制
に
関
す
る
法
律
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
第
二

条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の

化
学
物
質
の
審
査
及
び
製
造

等
の
規
制
に
関
す
る
法
律
第

四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
同
項
第
五
号
に
該
当
す

る
も
の
で
あ
る
旨
の
通
知
を

し
た
件

二
九
166

一

〇
農
林
水
産
省

一
二
三
八

一
二
三
九

保
安
林
の
指
定
施
業
要
件

を
変
更
す
る
件

四

四

一
二
四
〇

種
苗
法
第
十
八
条
第
一
項

の
規
定
に
基
づ
き
品
種
登

録
し
た
件

四
147

六

一
二
四
一
e

一
二
四
八

保
安
林
の
指
定
を
す
る
件

五

三

一
二
四
九
e

一
二
五
九

〃

六

六

一
二
六
〇
e

一
二
六
三

保
安
林
の
指
定
を
解
除
す

る
件

六

七

一
二
六
四
e

一
二
七
〇

保
安
林
の
指
定
施
業
要
件

を
変
更
す
る
件

六

七

一
二
七
一
e

一
二
七
八

種
苗
法
第
四
十
九
条
第
一

項
第
五
号
の
規
定
に
基
づ

き
品
種
登
録
を
取
り
消
し

た
件

六
149

四

一
二
七
九
e

一
二
九
四

保
安
林
の
指
定
を
す
る
件

七

三

一
二
九
五

種
苗
法
第
十
三
条
第
二
項

の
規
定
に
基
づ
き
品
種
登

録
出
願
を
取
り
下
げ
た
件

七

六

一
二
九
六

イ
ス
ラ
エ
ル
産
シ
ャ
ム
テ

種
及
び
バ
レ
ン
シ
ア
種
の

ス
ウ
ィ
ー
ト
オ
レ
ン
ジ
、

グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ
、
ス

ウ
ィ
ー
テ
ィ
、
ポ
メ
ロ
並

び
に
レ
モ
ン
の
生
果
実
に

係
る
農
林
水
産
大
臣
が
定

め
る
基
準
を
定
め
る
件
の

一
部
を
改
正
す
る
件

八

四

一
二
九
七

瀬
戸
内
海
並
び
に
霞
ヶ

浦
、
北
浦
及
び
外
浪
逆
浦

以
外
の
海
面
を
操
業
区
域

と
す
る
小
型
機
船
底
び
き

網
漁
業
に
つ
き
漁
業
法
第

六
十
六
条
第
一
項
の
許
可

を
す
る
こ
と
が
で
き
る
都

道
府
県
別
の
船
舶
の
隻
数

の
最
高
限
度
を
定
め
る
等

の
件
の
一
部
を
改
正
す
る

件

八

四

˜—
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